
群馬県立藤岡特別支援学校 学 校 評 価 一 覧 表 ③ （令和２年度版） （様式３）

羅 針 盤 達 成 度

学 校 関 係 者 評 価

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 （○：学校評議員からいただいた指導助言等、◎：次年度に活かす内容や方向性） ① ② 総合

Ⅰ 幼児児童生徒の １ 保護者、地域、関係機 ＰＴＡが関連する総会や事業に参加した ○ 保護者に対して学校の取組をわかりやすく説明していくこと ◎ 引き続き保護者や第３者への説明を積極的に行っていく。そ

地域における豊か 関に学校の教育活動につ 保護者の80％以上が満足している。 が必要である。 の方法として、例えばWebページの充実による学校紹介、教育課

な生活の実現に向 いて、具体的に伝えてい 程説明会の実施、保護者らへの積極的な授業参観の推奨などを

けて努めています ますか。 学部･学級便りや連絡帳、ホームページ等 行っていく。

か。 から「お子さんの学習の様子がよく分か

る」と保護者の80％以上が答えている。

学校行事や説明会等の学校公開で、保護 ○ コロナ禍ということもあり、行事等が上手く開催できない ◎ 今年度末にＩＣＴ環境の整備を終えるので、オンラインを活

者以外の来校者・参加者が年150人以上で 中でできることを確実に行っていけばよいだろう。 用した取組、例えば第３者への授業公開や関係者向けの授業の

ある。 配信などを検討する。

いじめの認知の仕方について保護者の90

％以上が理解している。

２ 保護者、地域、関係機 「ふじっこくらぶ」のスタッフ（本校職

関との共通理解が深まり、 員・市教委指導主事）及び参加児保護者

有効な支援が行われてい の90％以上が就学先の相談の場として有

ますか。 効であると答えている。

Ⅱ 地域の特別支援 ３ 障害のある幼児児童生 巡回相談後、手立てなど話し合った内容 ○ 現在も相談という意味ではセンター的機能を果たしている ◎ 専門アドバイザーを中心に据えつつ、積極的に他の教諭もセ

に関するセンター 徒の教育について、助言 を校内に周知し、共通理解・指導を図っ が、藤岡市のニーズはもっとあるので、様々な形で地域に藤岡 ンター的機能を果たせるよう、組織改編を行う。

的な役割を果たし 援助に努めていますか。 ていると相談者の90％が答えている。 特別支援学校がある良さをアピールしていってもらいたい。

ていますか。

Ⅲ 幼児児童生徒 ４ 個に応じたきめ細かな 90％の保護者が「個別の指導計画」の指 ○ 現時点で本人及び保護者のニーズに応えられていると言える ◎ 更なる教師の専門性向上のため、校内研修を中心とした授業

一人一人の実態に 指導を行っていますか。 導内容についてお子さんの実態に合った が、児童生徒のために正確なアセスメントを行い、より優れた 改善の取組を行う。

応じた適切な指導 ものであると答えている。 実践力を教師が身に付けていく必要がある。

をしていますか。

５ 指導内容の確実な定着 校内研修のテーマに沿った事例検討と研 ○ 教師の専門性は授業をする力、子どもの状態を改善する力で ◎ 次年度は各学部ごとに授業改善に係る研究を行う予定である

を図る授業が行われてい 修内容の共有を月１回程度行う。 あるため、業務改善が叫ばれる中、お互いに教師が腕を磨いて ので、各部の研究授業を行い、何らかの形で外部に公開できる

ますか。 いけるような授業改善の取組に期待する。 ようにする。

Ⅳ 健康や安全の確 ６ 健康に関する配慮や対 感染症対策について学校からの情報提供

保に努めています 応を適切に行っています や対応にに保護者の90％以上が満足して

か。 か。 いる。

７ 危機管理体制が確立さ 90％以上の職員が、災害時の対応マニュ

れ、緊急時への備えがで アルをわかり易いと答えている。

きていますか。

Ⅴ 将来の生き方に ８ キャリア教育の視点か 小学部から中学部、そして高等部へと一 ○ キャリア教育の具体的取組を各部で共有し、実践を積み重ね

結びつく進路指導 ら、指導内容を整理して 貫した指導計画を立案し、100％の教員が ていく必要がある。

を行っています 系統的な指導を行ってい 説明できる。

か。 ますか。

◎ 今年度より部主事の情報交換会を月に１回程度設けること

９ 保護者、関係機関との 「小学部→中学部、中学部→高等部、高 ○ 学部間の移行、社会への移行について、個別の目標を明確に で具体的に連携が取れてきているので、次年度はそれぞれの

連携のもとに発達段階に 等部→社会」の移行に向け、早期から本 してスムーズにできるよう取り組んでもらいたい。 教育内容（教育課程や年間計画など）の一貫性が持てるよう

応じた進路指導を行って 人及び保護者と協議する。 にしていく。

いますか。
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